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家康公も好んだ（！？）「麻機の蓮根」 
静岡市葵区・麻機地域の特産物として、蓮根栽培を思い浮かべる方も多いのではないでしょう

か。 

 麻機地域での蓮根栽培の起源は確かな記録がないため定かではありませんが、駿河国新風土記

によると、「浅畑沼ニ鬼
おに

蓮
ばす

ト言アリ、此実ヲトリテ食料トス…」とあり、栽培されたものかは分

からないながらも、古くから浅畑沼の周辺で蓮根が採れたことを物語っています。「沼の婆さん」

（※）の伝説で知られる浅畑沼周辺の低地は、巴川の上流にあって、地下数メートルから十メー

トルにも及ぶ軟弱で有機物の豊富な泥層が分布しており、蓮根栽培には好適地とされています。 

 麻機の蓮根は細身で、他の地域の蓮根と比べて節々

がはっきりとくびれ、ふっくらとした形状をしていま

す。また、シャキッとした食感、糸を引くほどの粘り

が上質な蓮根の特徴です。 

 麻機の蓮根には、徳川家康公にまつわる伝承が残っ

ています。駿府（現：静岡市）での大御所時代、漢方

に精通していた家康公は、特に上質な麻機の蓮根と 

山芋を１対１の割合ですり潰し、それをご飯にかけ、いわゆる「とろろ飯」にして食べたと 

いいます。 

 栄養価が高く、噛めば噛むほど豊潤な旨味が感じられるという麻機の蓮根。天下人の胃袋を満

たしたという「とろろ飯」の他にも、キンピラ、天ぷら、フライなどに向いており、やや厚めに

切って食べると持ち味が生きるそうです。 

 蓮根は、春に発芽して夏に開花、秋に収穫

期を迎えます。移りゆく蓮田の様子に季節を

感じながら、麻機地域ならではの味覚を、今

から楽しみに待ってみてはいかがでしょうか。 

↑麻機の蓮根（写真提供：ＪＡ静岡市） 

←花期の蓮田 

（※伝説「沼の婆さん」の紹介は裏面にあります。） 
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（※）伝説「沼の婆さん」 

 麻機地域に伝わる、南北朝時代初めごろの伝説。浅畑沼に棲む河童によって、孫を沼の

中に引きずり込まれてしまった祖母（沼の婆さん）が怒り狂い、竜（大蛇ともいわれる）に

姿を変え、河童を退治して沼の守り神になった、という。 

※「沼の婆さん」には様々な言い伝えがあります。


